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第1章 はじめに

1.1 目的と概要

xlsvは、LANDSCAPE GLOBALBASE SERVERにおける、各種のパッシブコネクションを担当する
エージェントです。XLプロトコルサーバとしての機能と、HTTPを受け、リクエストを GLOBALBASE
のエージェント機能に翻訳する、HTTPエージェント機能を担当します。当該マニュアルでは、これらの
機能の説明とリファレンスマニュアルを提供します。

1.2 このマニュアルを読むために必要な知識

このマニュアルを読む場合には、 xlスクリプト [1]の知識を必要とします。また、XLプロトコルに関して
は、 [UNDEF REF (xl-protocol)]を参照してください。また、GLOBALBASEの座標系の検索、重ね合わ
せの原理について概略をわかっている必要があります。これらの技術的理解については、 GLOBALBASE
技術資料 [UNDEF REF (GLOBALBASE-tech)]に書かれています。手短にGLOBALBASEの機能を理解
するためには、 COSMOS GLOBALBASE VIEWER [2]を動かしてみることをお勧めします。

1.3 前提となるシステム用件

POSIX系マシンが必要です。これに、 LANDSCAPE GLOBALBASE VIEWER [3]をインストールす
ることによって xlsvの機能が利用可能となります。

1.4 xlsvのXLプロトコル機能

XLプロトコルは、TCP/IP、もしくはストリーム型のコネクション上に構築された、クライアントサー
バ型のプロトコルです。クライアントからの要求、およびそれに対するサーバからの返答を、XML形式、
または、LISP形式の書式でやりとりします。
ストリームの先がファイルであれば、ファイルから XML形式のコマンドを受け取ることになり、また、

ストリームの先が、別のエージェントであれば、エージェント間でコマンドをやり取りすることになりま

す。xlsvは TCP/IPコネクションによってこのストリームを確立し、異なるマシン上のプロセス間でコマ
ンドをやり取りするためのパッシブモードサーバです。

xlsvは、立ち上げ時にあるポートをパッシブオープンします。通常LANDSCAPEサーバは、xlconf/std/agent.xl
に指定されているポートをオープンします。

続いて、このポートにアクティブコネクションしてきたストリームに対し、状態を返答します。アクティ

ブモード側のエージェントはその状態が許可 ( allow)である場合、SetAgentコマンドを使い、新しいエー
ジェントを立ち上げます。以降、アクティブモード側のエージェントはこの新しいエージェントと通信する

ようになります。その様子を 表 1.1に示します。
(2) における xlsvの IPアドレス認証によって IPアドレスが不許可である場合、以下のメッセージを出

し切断します。
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表 1.1: XLプロトコルの起動

アクティブ側エージェント xlsv

(1) xlsv起動時に portをパッシブオープン

(2) コネクションをアクティブオープン -> IPアドレスを認証

(3) 改行を送信 -> XLプロトコルと判断

(4) <- サーバの状態をチェックし、状態を返答。

(5) SetAgentにより起動エージェントを指定 -> ユーザ認証を行いエージェントを起動

<Permission>Denied</Permission>

また、サーバが高負荷であった場合は、

<Permission>Busy</Permission>

と返答します。認証されると、 (3) に進み、サーバ側は待ち状態に入ります。 (4) においての返答は、

<Permission>Allow</Permission>

に固定されています。 (5) における、SetAgentの動作については、 リファレンスマニュアル (2.3.1節)
を参照してください。SetAgent以降のXLコマンドは、立ち上げたエージェントの機能によります。各エー
ジェントのマニュアルを参照してください。

1.5 xlsvのHTTPエージェント機能

一方、xlsvは HTTPプロトコルを受ける機能を持っています 表 1.2。
HTTPエージェント機能は、XLプロトコルと同じポートに対してパッシブオープンすることが出来ま

す。接続されてきたプロトコルが、XLか HTTPかを判断するのは、 (3) において、最初の一文字が、改
行か、メソッドの最初の一文字かで判断される。判断された以降は、HTTPのプロトコルとして動作する。

HTTPエージェント機能では、xlsvの立ち上げ時 (1) に、どの URLでリクエストされたパスに様々な
エージェントを割り当てるよう初期化することが出来る。そのときの関数が HttpAgent (2.3.2節)です。
その上で xlsvは受け取った HTTPのヘッダおよび本体を、以下の一定の規則で、XLスクリプトに置き

換えます。

1. HTTPヘッダのメソッドをシンボルとする。

2. HTTPリクエスト時の URLを dir属性に与える。

3. HTTPのバージョンは、http verという属性へセットされる。

4. HTTPのリビジョンは、http revという属性へセットされる。

5. Content-Type以下、HTTPのヘッダ情報は、その名前と同じ属性へセットされる。
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表 1.2: HTTPプロトコルの起動

アクティブ側エージェント xlsv 待機エージェント

(1) xlsv起動時にportをパッシ
ブオープン

<-> xlsvにより待機エージェン
トが立ち上げられ初期化さ

れる。

(2) コネクションをアクティブ

オープン

-> IPアドレスを認証

(3) GET,POST などメソッド
を送信

-> HTTPプロトコルと判断

(4) 以降 HTTP ver.1.0./1.1.
に従う

与えられたパス名から対応

するエージェントを選択

(5) HTTPヘッダ情報および本
体情報をXLスクリプトに
変換エージェントへ渡す。

->

(5) HTTPドキュメントを受け
る。

<- 返答を HTTP の返答へ変
換、必要あらばコネクショ

ン切断

<- 情報を処理し、xlsvへ返答
を返す。

6. 情報本体は、全体を一つの XLT RAWタイプデータとして引数に与える。 ( ver.B.b11以降のみ)

先に (1) において起動されている対応エージェントは、URLのパスが割り付けられている。xlsvは、対
応するパスのエージェントを探します。対応するエージェントがない場合は、ブラウザ側に 404エラーを返
します。対応するエージェントがある場合は、上記変換されたメソッドを対応するエージェントの HTTP
(3.2.1節)環境において評価する、以下の評価式をエージェントに対して投げる。

<HTTP><method> body </method></HTTML>

従って、エージェント側は、上記 HTTPのメソッドに対応した関数を環境 HTTP (3.2.1節)に用意して
おく必要がある。このエージェント側にあるべき関数に関しては、 3節を参照していただきたい。エージェ
ントはこれらのすべての関数を用意する必要は無く、この環境に用意されていないメソッドが呼ばれた場合

は、503エラーとしてブラウザに返答されます。
エージェントのメソッド関数の返すデータはまた一定の書式に乗っ取っていなければなりません。基本的

に、マイムコード ( text/html, image/gifなど)をシンボルとした、XLデータ形式です。詳細は、 4節を
参照してください。
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第2章 xlsv基本XL関数

2.1 概要

エージェントを起動する SetAgentと、HTTPエージェント機能のセットアップを行う HttpAgentが主
な関数です。

2.2 継承情報

xlsvエージェントは standardエージェント [1]の機能をそのまま継承している。
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2.3 関数

2.3.1 SetAgent (エージェントの起動)

■　プロトタイプ

<SetAgent> agent type </SetAgent>
■　引数

agent [1] [文字列]
type [1] [文字列] user/root/server
■　属性

client [任意] クライアントのバージョン
■　評価形式

applicative
■　所属エージェント

xlsv
■　所属環境

Env1
■　説明

agent で与えられた名前のエージェントを起動します。どのようなエージェントが起動可能かは、 2.3.3
節により定義しておく。LANDSCAPE SERVERにおいては、xlconf/std/agent.definition.xl にまとめてあ
る。 type は以下の通り dえす。

1. user

ユーザクライアントからの接続要求。必要があれば、ユーザ名、パスワードが求められる。

2. server

サーバからの接続要求。必要があれば、ユーザ名、パスワードが求められる。userか serverかはクラ
イアントの自己申告。

3. root

ルートモードでの接続要求、パスワードが求められる。

■　戻り値

エラー時、xlsvに 「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT ERROR(エ
ラー型)」が返る。成功時、対応するエージェントが xlsv内（そのもの）である場合は、文字列”ok”が返る。
対応する外部のエージェントが立ち上がった場合は、そのエージェントから、 「xl(standard)エージェン
ト・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT NULL(ヌル型)」が返る。
■　エラー

• XLE SEMANTICS TYPE MISSMATCH　”type missmatch result of GetUserInfo”

認証時のエラー

• XLE PROTO PERMISSION DENIED　”permission denied”

認証の結果、接続不許可。

• XLE PROTO LAUNCH ”cannot launch”

なんらかシステムの問題でエージェントを立ち上げることが出来なかった。

6



■　参考

xlconf/std/agent.definition.xl
■　バグ
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2.3.2 HttpAgent (HTTPエージェント機能の設定)

■　プロトタイプ

<HttpAgent> cmd.... </HttpAgent>
■　引数

cmd [0+] 初期化コマンドリスト
■　属性

remote [任意ただし条件によっては必須] 起動エージェントの指定
path [必須] 割り当てるパス
alias [任意] 条件の複製（同一エージェントの指定）
■　評価形式

normal
■　所属エージェント

xlsv
■　所属環境

Env1
■　説明

remote で指定したエージェントを、HTTPの処理系として起動し、そのエージェントを、 path で指定す
る URLパスに割り当てます。 cmd... に指定する、初期かコマンドは、エージェントの立ち上げ時にエー
ジェントに送り込まれるコマンドです。ここに設定可能なエージェントはXLエージェントの起動の方法で
起動されるので、起動可能エージェントとして登録されているエージェントに限ります。さらに HTTPの
リクエストとエージェントをつなぐ作法はあらかじめ決められているので、その作法を実装したエージェン

トのみが指定出来ます。

alias は、異なるパスで ( path )同一の機能を実現したいときに、同一のエージェントが割り当てられた
パスを指定する。この場合、remote属性は不要になる。同一のエージェントに対してことなる設定を送り
込むのでそれらを切り分けられる仕組みが実装されているエージェントである必要がある。

remoteの書式はURLでしめす。エージェントは、ディレクトリパスそ最初のエレメントに@を入れ、指
定する。例えば、

xlp://localhost:8080/@gbview/

■　戻り値

正常終了は 「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT NULL(ヌル型)」。
エラー時は以下に挙げるエラーが返る。

■　エラー

• XLE PROTO INV PARAM　”path attribute”

属性 pathが指定されていません。

• XLE PROTO INV PARAM　”alias attribute”

alias に指定されたパスの設定が存在しなかった。

• XLE PROTO INV PARAM　”cannot initialize remote”

初期化出来なかった。
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■　参考

xlconf/std/agent.definition.xl
■　バグ
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2.3.3 DefineAgent (起動可能エージェントの設定)

■　プロトタイプ

<DefineAgent> group agent type environment function </DefineAgent>
■　引数

group [1]　文字列型
agent [1]　文字列型
type [1]　文字列型 user/server/root
environment [1]　 「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT NULL(ヌ

ル型)」または、 「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT ENV(環境型)」
function [1]　「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT NULL(ヌル型)」

または、 「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT FUNC(関数型)」
■　属性

passwd [任意] passwd/anonymous default=passwd
dircheck [任意] on/off default=off
■　評価形式

applicative
■　所属エージェント

xlsv
■　所属環境

Env1
■　説明

agent は起動するエージェントのエージェント識別名を与える。必ずしも起動するプロセス名とは一致し
なくても良い。

group エージェントのグループ名。現在使われていない機能。なにを指定しても良い。
type エージェントの起動可能タイプ、SetAgent時に指定する type と一致する必要がある。
environment 「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT NULL(ヌル型)」

の場合は SetAgentにより起動される時点での環境で、起動関数 function が評価される。 「xl(standard)
エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT ENV(環境型)」が指定されている場合は、その
環境で function が評価され、その結果が、プロセスのコマンドラインとして execpなどで起動される。

function 「xl(standard) エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1] の「XLT NULL(ヌル型)」の
場合、外部にエージェントは起動されず、xlsv自身に environment で与えられた環境のインタプリタが、
SetAgentを発行しているストリームに生成される。 「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュ
アル」 [1]の「XLT FUNC(関数型)」が指定されている場合、 environment で function が評価される。
■　戻り値

正常終了は 「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT NULL(ヌル型)」
■　エラー

• XLE SEMANTICS TYPE MISSMATCH

引数の型が違う。

■　参考

xlconf/std/agent.definition.xl
■　バグ
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第3章 HTTPエージェント呼び出し規定
(HTTPリクエスト関数)

3.1 概要

xlsvの HTTPエージェント機能が立ち上がっている場合、HTTPからのリクエストが XL関数に変換
され、エージェントで評価されます。そのときの関数呼び出し規定をここで示します。 HTTPエージェン
トの初期化は、HttpAgent関数で指定した関数がそのまま送り込まれるので、各エージェントの要求する
通り、HttpAgentの要素に諸機関数を指定しておけばよいです。 一方、HTTPリクエストに対して、エー
ジェントに送り込まれるXL関数はHTTPリクエストより形式的に変換されたXL関数であり、これらは、
この規定に従って各エージェントに定義されていなければいけません。

この章に掲げられた関数群は、xlsvに定義されている物ではなく、xlsvの HTTPエージェント機能によ
り呼び出されたエージェントに定義されているべき関数です。
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3.2 関数

3.2.1 HTTP (HTTPリクエスト関数用環境)

■　プロトタイプ

<HTTP> ....</HTTP>

■　引数

GET,POST,PUT,など
■　属性

環境呼び出し属性に従う。

■　評価形式

environment
■　所属エージェント

HTTPエージェント
■　所属環境

Env1
■　説明

xlsvのHTTPエージェントは、必ずこの環境を評価環境として、各リクエスト関数を呼び出します。HTTP
エージェントはこの環境を Env1内に定義し、さらにこの HTTP環境内にリクエスト関数を定義しておく
必要があります。

xlsvはこの環境を呼び出すときに、この環境の子、リクエスト関数の親となるテンポラリな環境に、シ
ンボルHttpAgent path,HttpAgent remoteを設定し、そこに、HttpAgentで指定した path,remoteを設定
する。これにより、どの設定が呼ばれているかがわかります。

■　戻り値

なし

■　エラー

なし

■　参考

■　バグ
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3.2.2 GET

■　プロトタイプ

<GET/>

■　引数

■　属性

http ver [必須] HTTPのバージョン
http rev [必須] HTTPのリビジョン
HTTPリクエストヘッダメンバ [任意]
■　評価形式

applicative
■　所属エージェント

HTTPエージェント
■　所属環境

HTTP (3.2.1節)
■　説明

HTTPからのリクエストGETが xlsvにより、当該関数に変換されます。各HTTPエージェントにより
環境 HTTP (3.2.1節)内に定義されていなければならない関数です。
■　戻り値

この関数の機能自体は、HTTPエージェントごとに個別に決められるものです。それらの機能によって
戻るデータは再び HTTPの返答へ変換されるため、 4節に従った戻り値である必要があります。エラーを
返すときには、 「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT ERROR(エラー
型)」をそのまま返せば、これを xlsvが解釈し、HTML形式でブラウザ側に返答します。
■　エラー

HTTPエージェントの規定による。
■　参考

■　バグ
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3.2.3 POST

■　プロトタイプ

<POST> raw </POST>

■　引数

raw [1+]「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT RAW(RAWデータ型)」
■　属性

http ver [必須] HTTPのバージョン
http rev [必須] HTTPのリビジョン
HTTPリクエストヘッダメンバ [任意]
■　評価形式

applicative
■　所属エージェント

HTTPエージェント
■　所属環境

HTTP (3.2.1節)
■　説明

HTTPからのリクエスト POSTが xlsvにより、当該関数に変換されます。各 HTTPエージェントによ
り環境 HTTP (3.2.1節)内に定義されていなければならない関数です。

raw は、POSTの HTTP本体のデータがそのまま入った 「xl(standard)エージェント・リファレンス・
マニュアル」 [1]の「XLT RAW(RAWデータ型)」型変数です。
■　戻り値

この関数の機能自体は、HTTPエージェントごとに個別に決められるものです。それらの機能によって
戻るデータは再び HTTPの返答へ変換されるため、 4節に従った戻り値である必要があります。エラーを
返すときには、 「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT ERROR(エラー
型)」をそのまま返せば、これを xlsvが解釈し、HTML形式でブラウザ側に返答します。
■　エラー

HTTPエージェントの規定による。
■　参考

■　バグ
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3.2.4 PUT

■　プロトタイプ

<POST> raw </POST>

■　引数

raw [1+]「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT RAW(RAWデータ型)」
■　属性

http ver [必須] HTTPのバージョン
http rev [必須] HTTPのリビジョン
HTTPリクエストヘッダメンバ [任意]
■　評価形式

applicative
■　所属エージェント

HTTPエージェント
■　所属環境

HTTP (3.2.1節)
■　説明

HTTPからのリクエスト POSTが xlsvにより、当該関数に変換されます。各 HTTPエージェントによ
り環境 HTTP (3.2.1節)内に定義されていなければならない関数です。

raw は、POSTの HTTP本体のデータがそのまま入った 「xl(standard)エージェント・リファレンス・
マニュアル」 [1]の「XLT RAW(RAWデータ型)」型変数です。
■　戻り値

この関数の機能自体は、HTTPエージェントごとに個別に決められるものです。それらの機能によって
戻るデータは再び HTTPの返答へ変換されるため、 4節に従った戻り値である必要があります。エラーを
返すときには、 「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT ERROR(エラー
型)」をそのまま返せば、これを xlsvが解釈し、HTML形式でブラウザ側に返答します。
■　エラー

HTTPエージェントの規定による。
■　参考

■　バグ
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第4章 HTTPリクエスト関数の戻り値

4.1 概要

HTTPリクエスト関数の戻り値は基本的にMIME CODEのシンボルを持ったリストである。
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4.2 XML要素

4.2.1 text/html

■　プロトタイプ

( text/html data )
■　内部要素

data [1]「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT STRING(文字列型)」/
リスト

■　属性

なし

■　所属エージェント

xlsv HTTPエージェント
■　要素パス表現

/text/html
■　説明

data が HTMLであることを示します。 data が 「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュ
アル」 [1]の「XLT STRING(文字列型)」である場合、xlsvは data そのものをブラウザ側に返答します。
data がリストである場合、xlsvは data が HTML型の XL表現であると解釈し、HTMLに変換してブラ
ウザ側に送信します。

■　参考

■　バグ
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4.2.2 text/xml

■　プロトタイプ

( text/xml data )
■　内部要素

data [1]「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT STRING(文字列型)」/
リスト

■　属性

なし

■　所属エージェント

xlsv HTTPエージェント
■　要素パス表現

/text/xml
■　説明

data がXMLであることを示します。 data が「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」
[1]の「XLT STRING(文字列型)」である場合、xlsvは data そのものをブラウザ側に返答します。 data が
リストである場合、xlsvは data がXML型のXL表現であると解釈し、HTMLに変換してブラウザ側に送
信します。そのとき、 data は必ず以下の形をしていると解釈します。

(

<?xml version="..." encoding="..."?>

<root-tag>

.....

</root-tag>

)

ただし、root-tagは何らかの規定によって定められる、XMLの root-tagです。このとき、タグ?xmlの
encoding属性を xlsvはチェックし、そのコード系に合わせてヘッダなどを出力します。
■　参考

■　バグ
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4.2.3 image/jpeg

■　プロトタイプ

( image/jpeg data )
■　内部要素

data [1]「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT RAW(RAWデータ型)」
■　属性

なし

■　所属エージェント

xlsv HTTPエージェント
■　要素パス表現

/image/jpeg
■　説明

data が JPEGデータであることを示します。xlsvは data の内容をバイナリデータとしてブラウザ側に
返答します。

■　参考

■　バグ
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4.2.4 image/gif

■　プロトタイプ

( image/gif data )
■　内部要素

data [1]「xl(standard)エージェント・リファレンス・マニュアル」 [1]の「XLT RAW(RAWデータ型)」
■　属性

なし

■　所属エージェント

xlsv HTTPエージェント
■　要素パス表現

/image/igf
■　説明

data が GIFデータであることを示します。xlsvは data の内容をバイナリデータとしてブラウザ側に返
答します。

■　参考

■　バグ
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